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2008 年  03 月  12 日  

熊野の旅 伊勢湾台風と復旧・防災工事  

 昨日の写真は、伊勢湾台風の後に急遽実施されてかさ上げされた堤防と、その後に

その外に付け足された新堤防のものでした。 
 今日の写真は同じ場所で、レンズを古い写真のときに近いものに変えて撮った物で

す。 
 当時はニコン F にニッコール 105ｍｍだったのですが、今はそのレンズが手元に無

いので、ニコン F にニッコール 85ｍｍをつけて撮りなおしました。 

 

昨日の写真の上のものとほぼ同じ場所で同じ向きにとってありますが、堤防左側に

あった、ごちゃごちゃした小屋などはすっかり無くなり、このように国道４２号線が

あります。 
 右側も、すぐそばまで浜があったものが、新しい堤防で浜が写らないほどの幅にな

っています。 
 この新堤防は、十数年前に計画されて作られましたが、高さが旧堤防と同じで前に

出たものです。 
 その高さの基準は、『伊勢湾台風級に耐えられるもの』と言うことだそうです。 
 三重県などで、災害対策で良く引き合いに出されるのが、この『伊勢湾台風』なの

です。 
 それだけ、歴史に残る大災害だったわけです。 

 
 伊勢湾台風の前から木本堤防のかさ上げは段階的にやられていました。しかし、伊

勢湾台風では旧堤防を波が越し、我が家の裏、今の国道部分にあった、作業小屋やア

パートが一発目の波で大きくゆれ、二発目で崩れて流れました。 



 我が家にはそういう時のための石垣があったので、私はおっかなびっくり覗いてい

てそれを目撃しました。そんな危ないものを目撃したのも私が若かったからでしょう

ね。 
 伊勢湾台風によって、和歌山県潮岬付近から三重県全域、そして愛知県に掛けての

海岸線が徹底的に高波にやられました。 
 総延長 300KM を越す海岸線がやられたわけですが、巨費を投じて災害復旧・防災

工事が行われました。 
 それにより、随分、建設業が潤い、景気も回復したものです。 
 それを幸運に変えたのが、時の三重県二区で若い代議士だった『田村元』です。 
 台風が通り過ぎて、交通網もずたずたになった松阪以南、南牟婁郡までの被災地を

長靴履きで徒歩や漁船などを乗り継いで視察に回り、その速さは役所の比ではなかっ

たそうです。 
 そして、早急な災害復旧と巨費を動かすプロジェクト… 
 それから、衆議院議長を経験し、引退するまでの地盤を一気に作り上げました。三

重県二区では「田中角栄」ばりに神様に見えた人も結構多かった大物代議士になりま

したからね。 

 
 ところで、何かと言うと『伊勢湾台風にも耐えられる』と、県などが言うのですが、

肝心の『伊勢湾台風のときのデータ』なるものは存在しないのです。 
 参考にされる『波高』はなんと、内海の『松阪港』の物なのです。 
 当時に観測するポイントはそこしかなかったのですが、松阪港は伊勢湾の中です。

関東で言えば、東京湾に入った『横須賀港』で測ったものを、伊豆半島に当てはめる

ようなものです。 
 恐ろしく、当てにならない基準と言うことです。 
 現に。この、『伊勢湾台風級に耐える新堤防』は完成直前に、高波が三箇所で越し

ました。 
 それも、名を残すような台風ではなく、房総沖を進む、『台湾坊主』の余波でした。 
 波長の非常に長い波でしたが、快晴で空は穏やかな状態で波が越してきました。 
 自然の力はものすごいです。 
 これも、私の家のすぐ裏でも越しましたから、目撃しています。 
 二重堤防なので民家には被害は出ませんでしたが、堤防に波が当たる地響きととも

に、水が盛り上がって見えて越えてきましたね。 
 その事実があってすぐにここを所轄する『旧運輸省』に陳情に赴き、すぐの着工し

てもらったのが、現在進行形の『潜堤工事』です。 
 これが完成すれば、かなりの所、安心できるのですが、十年経っても、基礎のほん

の一部しか出来ていません。効果がでるまで、あと何十年工事を継続してもらわなく

てはならないやら・・・ 
 それに、潜堤は水の下なので、目に見えない代物です。写真にもなりません。 
Tags:国道４２号線 昭和 モノクロ      by je2luz | 2008-03-12 12:42 | 

 

 

 



 

2008 年  03 月  14 日  

熊野の旅 天然記念物 獅子岩  

 『天然記念物』とは自然が生み出したもので、その存在自体が貴重で保存に値する

ものに国がお墨付きを与えるものです。 
 少しずつ増えるので、日本中では一杯あるのだと思います。 
 『天然記念物』とは、歴史的な資産とはいささか趣が違うものです。それは、『天

然』がついているからです。 
 つまり、天然の産物だから、保存のためとは言え、『加工』はしちゃあいけないの

だそうです。上屋をかぶせることなどは構わないようですがね。 

 
 これを取り上げたのは、熊野の名勝、『鬼ヶ城』と『獅子岩』は単なる『名勝』で

はなく、セットで『天然記念物・熊野の鬼ヶ城附獅子岩』と言う風に指定されている

のです。 
 両方ともに、正体は『石英粗面岩』らしいです。ほぼ同じ時期に海岸が隆起して地

上に現れたようです。長い年月の間に、波による浸食と地上に出てからは風による風

化浸食が進んで奇岩を生み出したようです。 
 しかしこの二つは、学術的価値よりは、観光面でお墨付きが欲しかったから指定を

取り付けたような感じです。 
 これは、近年の『世界遺産』と同じみたいです。 

 
 写真は『獅子岩』の顔の部分です。 
 アングルは少し違うのですが、上のが昭和 39 年（1964）の頃のもので、下のが

平成 20 年（2008）、現在のものです。 
 少々、顔付きが変わって来ています。 



 この岩は、先日載せた写真のように、本来、青味がかった硬い岩です。しかし、風

雨にさらされると劣化して、砂岩のようにこするだけでボロボロと砂状になって取れ

てくるものなのです。つまり、日に日にやせ衰えているわけです。 
 毎日毎日、風化が進むのですから、突出部分の落下もあります。 
 私が知っているだけでもこの獅子岩の顔部分からの欠落が二回、鬼ヶ城の千畳敷の

天井からの欠落が一回あります。 
 下に人がいれば、『即死間違いなし』です。 

 
 『天然記念物』なのですが、鬼ヶ城は少々岩が欠け落ちても簡単には形までは変わ

りませんが、この『獅子岩』は寄る年波で下のあごがどんどん痩せています。 
 この顎が無くなったのでは、『獅子』には見えなくなります、 
 風化のサンプルにはなっても、『名勝』としては情けないものになります。 

 
 今から 20 年ほど前に、これの風化に対策を講じようと、調べたことがありました。 
 技術的には、砂岩のようになった表面を特殊樹脂などで固定してこれ以上の風化を

止めることは可能なようです。大きな岩とは言え、対策ととらなくてはならない部分

はさほど広くありません。 
 この面では、解決しそうだったのですが、時の文部省の『天然記念物』の担当部署

で、許可が出るかどうか打診した所・・・ 
 『獅子岩は天然記念物です。 風化が進んでそのような形になったもので、形に価

値があって指定したのではなく、鬼ヶ城と一体として、海岸隆起や浸食作用がはっき

り分かる、学術的価値で指定したものです。したがって、人為的な保存処置などは趣

旨に反するので認可は出来ません。』   と、言うものでした。 
 『ごもっとも』 
 『当たり前』 … の、話なんですがねえ… 

 
 そこで、私が言ったのは… 
 『天然記念物なんて外しちゃえ！』  なのですが、熊野のほうもお役所がらみで

すから… 
 『そんな恐ろしいことは出来ません』 と言うことで止まっちゃいました。 
 興味のある方は早めに見に来てくださいよ。 
 大きな獅子岩なので、下あごが欠けてきても、入れ歯を入れることも出来ませんか

らね。 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ      by je2luz | 2008-03-14 11:52  

 

 

 

 

2008 年  03 月  15 日  

熊野の旅 熊野・山間部の春  

 いつも書きますように、ここ熊野市は平成の大合併以前では全国でも広い方の面積



を抱えた地方自治体でした。そして、黒潮の洗う温暖な海岸線地帯と、紀伊連山の山

懐に抱かれて湯たんぽのような海から切り離された山間部があります。 
 海岸線には漁村が点在し、山間部には山村が点在するのが昔のこの地方でした。 
 近年は、海岸線でも漁村は衰退し、山間部では林業が疲弊して、いかにもそれらし

い風情は薄れて行きました。 

 
 気候の面で随分差があるので、春の訪れも随分ズレがあります。 
 畑の作物でも、海岸線は秋の彼岸頃に蒔いた「サヤエンドウ」などは２月頃から花

を咲かせ、今の３月の中頃になると、収穫の最盛期に入ります。もちろん、ハウスと

かではなく、露地栽培での話です。 
 同じ時期に、種を蒔いた「サヤエンドウ」でも、山間部になると、発芽して 10ｃ
ｍほどになった時には霜が降り始め、成長を止めたままでじっと地面に這いつくばっ

て春を待ちます。ちょうど、これくらいの時期になると、思い出したように成長を始

めます。開花して、収穫に入るのは４月の中頃以降です。 
 かくかように、気候が違うのです。 

 

 山間部の春先は、昔なら『田起し』が始まり、麦田では麦がどんどん伸び、川原で

は猫柳が花を咲かせます。 
 山の仕事では、『杉苗植え』の時期になります。 
 『杉苗植え』と言っても、『杉』だけではなく『桧』も植えるのです。 
 桧の苗は乾燥に強いので、たくさん束ねたやつを少し地面を掘って根っこに土をか

ぶせて、植え付けの日まで保管します。 
 杉の苗は乾燥に弱いので、現地に持ち込んでから、近い谷を使って、根っこを水に

浸けて保管しなければなりません。 
 春先は乾燥期にもなり、水の確保も大変なのですが、昨日のような豪雨が何年に一

回か襲ってきます。 
 台風の時は、川や谷の水が増えるのが予測できますが、春先の雨は降り出すまで、

豪雨か嬉しいお湿りか分かりにくいのです。だから、夜中に降られると、『杉苗』の

退避が出来ません。台風並の増水で『苗』が流され、その年の植林に支障をきたすこ

ともあったのです。 
 林業が疲弊して、価値の下落した材木で収入を得るために、昔とは比べ物にならな



い広い面積を伐採し、植林や育林をすることも出来ないので、こうした春の山仕事も

減っています。 
 だから、昨日の豪雨でも、杉苗を流した現場もほとんど無いと思います。 
 被害が少ないのではなく、『杉苗植え』の現場すらなくなってきたと言うことです。 

 
 お年寄りや女の人でも、年間１００日から２００日山で働いて、現金収入があった

ので、自家用の飯米しか採れない山田の農家でも、生活が出来、子供を育てられたの

ですが、最早、田舎が好きとか嫌いとかではなく、生活基盤がなくなったのです。 
Tags:熊野市 昭和 クラシックカメラ      by je2luz | 2008-03-15 12:51 

 

 

 

 

 

2008 年  03 月  16 日  

熊野の旅 １９６２年秋・木本漁港  

 

 この赤外写真は昭和３７年（１９６２）１２月２７日に撮影した熊野市木本漁港の

遠景です。 
 近海の一本釣用の漁船が１６艘きれいに並んで浮かんでいます。 
 このたくさんの船の他に、浜には地引網漁用の木造船が何杯か揚げられていたはず

です。 
 後ろの脇の浜部分には岸壁も何もありません。坂上田村麻呂が来た時代と変わらな

い、木本浦の浜です。それでも、これだけの漁船を抱える漁港だったのです。 
 戦時中に徴用などで減っていた船が、戦後の復興期に一気に増えていた時代です。 
 この数年前に襲ってきた伊勢湾台風によってこの沿岸の磯は見事に環境が壊され、

漁師さんの言う『磯焼け』が回復しないままの時期です。 
 そうした環境の変化と急速に増えた漁船による乱獲で大幅に漁獲高が低下した時

期でもあります。 



 このあたりをピークに木本の船の数も年々減少して行き。親地町（おやじまち）の

漁師さんの子供たちも岡の上や外へ仕事を求めるようになってきました。 
 この傾向は全国の漁村で見られたものです。 

 
 木本港に岸壁が整備された頃にはこうした漁船群は見られませんでした。 
 近年では熊野市内に確か６つあった『漁業協同組合』も大合併し『熊野市漁業協同

組合』一本になったはずです。 
 後継者難を言われ続けている業界です。今のところお年寄りが元気なので磯崎・遊

木・二木島などまだまだ船はたくさん残っていますが、先行きどうなることやら… 
 魚の消費量が減ってしまったとは言え、日本独自で手に入れられる蛋白源は最終的

には海に頼らざるを得ないでしょう。 

 
 海水温がじわりと上昇し始めています。 
 あと少しすると、今捕れている魚がへって、南方の魚が姿を見せるのかもしれませ

ん。 
 サンマ・鯖などの青い魚に代わって、赤や黄色のきれいな肴が食卓に上るようにな

るかもしれませんね。 
 私は余り食べたくないように思いますが・・・ 

 
 下は今年３月の同じ木本港遠望です。 
 巨大な防波堤に荷揚げ場所が出来ていますすが、漁村としての活気は昔日の面影の

無いものです。 

 
 カメラは 上の写真ニコンＦ+ニッコール 105ｍｍ+さくら赤外フィルム  下

の写真はニッコール 85ｍｍ+ネオパンＳＳ 
Tags:昭和 七里御浜 モノクロ        by je2luz | 2008-03-16 12:31  



2008 年  03 月  17 日  

熊野の旅 熊野古道歩きに来ない方が良い人  

 いよいよ春本番です。 
 峠からの眺めも、海岸での眺めも。春霞と黄砂でかすんだ風情のあるものになって

います。 
 歩き回るのは最適の季節なんです。 セーターやジャンバーを腰に巻いた熊野古道

歩きの人も散見されます。 その中に、まれに見られるのが、マスクをした人です。

さらに、ゴーグルのようなものをかけた人までいます。 
 実に勇気がありますね。 
 今は、まさに杉に花が真っ盛りです。杉が終わる頃には桧の花が咲きます。 
 『鼻炎』なんてものは、昔には余り存在しなかったものですが、『複合汚染』なの

か『体質変化』なのか、やたら増えています。 
 悪いことに、一度発症すると中々治らないようですね。 
 日本中、北海道にでも避難しない限り、東京のど真ん中でも丹沢・奥多摩から花粉

が飛んできて発症するようですから、何処に行っても同じようにも見えます、それで

もやはり。猛烈に濃度の高い所の方が発症しよいのではないでしょうか？ 

 
 『木曽路は全て山の中』・・・なんてありましたが、『熊野古道は全て杉桧の山の中』

なのです。 
 『大辺路』『中辺路』『小辺路』『伊勢路』・・・どのルートとのどの区間を歩いても

ほとんど全区間、杉や桧のトンネルをくぐるようなものです。 
 日によっては目の前を薄黄色のベールが横切ることさえあります。 
 ガイドブックなどは、『いらっしゃい』が専門ですから書きたがりませんが、本当

のことを言えば、この時期から４月の終わりくらいまで、『鼻炎の方お断り』にした

方が良いのです。 
 時期を限ったイベントでもあるのなら仕方ないですが、単純に『熊野古道』を歩い

たり、『霊場』を巡りたいなら、２月中頃から４月末まで位は避けても大丈夫なはず

です。 

 
 人間なんて『罪障』『原罪』色々抱える身です。余りにもたくさん抱えた人には熊

野や吉野の神仏が『鼻水地獄』を与えるかもしれません。 
 もっとも、そんな難行苦行から逃れようと、『熊野詣』『吉野詣』が始まったはずな

のですがねえ・・・ 
 『邪念』の多い代人は中々救いの手には乗れないようですのでご用心ください。 



 
 カメラは フレクサレットＶ・チェコスロバキア 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ        by je2luz | 2008-03-17 12:57 

 

 

 

 

2008 年  03 月  18 日  

熊野の旅 募集中 千枚田オーナー  

 今年も募集しているようです。 
 熊野市紀和町の『丸山千枚田オーナー・守る会』の会員募集です。 
 世界遺産指定運動を提唱した、北川さんが県知事だった時に復興させた『丸山千枚

田』ですが、復興するのは補助金を入れてすれば何とかなるものです。しかし、これ

を維持することのほうがずっと難しいものです。 
 小さくて機械化の出来ない山田では米を作っても、どだい採算の合うものではあり

ません。 
 限界集落を超えるようになっている、地元ではこんな田圃に頼って生活してゆくこ

とは事実上不可能です。したがって、なんとか維持するには、耕作を続ける経費の一

部を誰かに負担してもらうしか無いのです。 
 そこで採用されたのが、『オーナー制度』です。 
 苦境にあえぐ、こうした千枚田や果樹園などで全国的に行われている形です。 
 ぜひ協力してやって欲しいものですが、どのオーナー制度も、オーナーサイドから

見たとき、経済的には引き合いません。 
 自分の田圃がある、自分のみかんの木がある…間があれば農業体験も出来る…田舎

に行ける…そんなメリットをプライスレスな付加価値として、送られてくる収穫物に



加算して初めて、オーナーとしての価値が出るものです。 

 
 丸山千枚田オーナー制度 
  会費    一口 ３万円 
  特典     ・田植え、稲刈り体験・その他農業体験等 
         ・千枚田米 1.5Ｋｇ 地域の特産品 （１１月に発送予定） 
         ・宿泊施設、温泉入浴の料金割引 
         ・機関紙 めはり の発送 （年３回） 
  申し込み期限  ３月３１日 
  オーナー期間   ４月１日～２１年３月３１日 

 
 守る会 
  会費    一口 １万円 
  特典    ・千枚田米 15Ｋｇ （１１月発送） 
         ・機関紙 めはり の配布 （年３回） 
         ＊農作業はありません 

 

これらに申し込む場合は下のところに連絡して、申し込み用紙を送ってもらってく

ださい。 

 
 問合せ先  紀和町ふるさと公社 

          05979-7-0640 
         紀和町総合支所地域信仰課 

          05979-7-1113 
 まあ、こんな所です。 
 １万円と３万円…この格差をどう受け止めるか… 
 １万円で 1.5Ｋｇだとすると… 

 
 田舎を愛する方々の協力を求めています。 
 同情するなら… 
 原風景を残したいなら… 



 カメラは エンサイン・セルフィックス８２０ 英国 
Tags:熊野市 千枚田       by je2luz | 2008-03-18 12:23 

 

 

 

 

 

2008 年  03 月  19 日  

熊野の旅 これも熊野の春  

 早春から春へ、そして初夏へ… 
 熊野の食卓には海からの小さな贈り物がよく上ります。 
 しらす・きみなご（きびなご）・小いわし・小鯵・赤いか・サラタケイカ・・・ 
 茹でて仕上げる『しらす』の他のものは、小さいゆえに都会での市場性が無いとさ

れ、ほとんどが地元で消費されます。 
 『赤いか』でも、地元で出てくるのは、小さい時は数センチしかないものが出てき

ます。当然。そのままで茹でるなり煮るなりして丸のまま食べます。捌くなんて不可

能な大きさです。 
 『サラタケイカ』はするめイカの子供です。これも、小皿の丈ほどの物をこう呼ぶ

ので、４寸ばかりの大きさのを良しとします。これも丸ままで食べます。スミの味が

他のイカよりおいしいので好まれるのです。 
 『小鯵』は『豆アジ』とも言われますが、『アジ』と言うには気の毒な１寸ほどし

かないものから出てきます。好まれるのは３・4 寸くらいのものですね。理由は、こ

の辺までのものは安いですからでしょうか？それに、から揚げなら骨と頭のままで固

くないですし、たたきにもし易いですからね。 
 『いわし』もしかりです。小さなものが好まれます。東京で見かけるような、『大

きないわし』はこの辺では余り好まれません。私も東京に出て、あの大きないわしを

食べておいしいとは思えませんでした。丸干しにしても、『かんぴんたん』になって

ゆくような小さな物のほうがおいしいのです。『いわし』が一匹。お皿に載ってくる

なんて… 

 

このいわしは中途半端に大きいですね。 
 これ以上大きくなると、おいしいから揚げには向かなくなります。 



 こんな普通のトレイに入っているときは安く無いです。 
 他の魚よりは安いですが、本当に安い時は、こんなにちょっぴりの量をトレイにい

れて売ったのではトレイ代とラップ代で消えてしまうほど安くなります。大きなトレ

イとかいちごのパックで山盛り販売です。しかし、一人住まいの今となっては、そん

な時のには手を出せません。 
 残念ながら、旅行者の方には本当の磁場の食べ物を口にすることは不可能ですね。 
 『地場物もどき』の上品な物を食べていただくことになるわけです。 
 これは、何処の旅先でも同じですね。 
 『本当の郷土料理』はお金を払っては食べられないものです。 
Tags:熊野市 熊野の味 七里御浜      by je2luz | 2008-03-19 12:12 

 

 

 

 

2008 年  03 月  20 日  

熊野の旅 尾鷲では・・・  

 隣りの尾鷲市では、今、市長選が行われているようです。 
 隣りと言っても、尾鷲と熊野の間には『矢の川峠』と言う難所があり、昔から交流

の余り無いところでした。 
 鉄路の紀勢線が全通したからと言って、熊野・木本の人が尾鷲に行く必要も無いの

で交流に変化は生まれませんでした。 
 昭和４０年代中頃に、国道４２号線の改修が出来上がり、８０８ｍの峠越えだった

のが、『矢の川トンネル』、『大又トンネル』の 2 本の長いトンネルで結ばれるように

なってからは、自家用車時代に入ったこともあり、尾鷲を通ることが増えました、し

かし、『通る』だけで『行く』のではありません。 
 役所の統合で、『税務署』が尾鷲にしかなくなってからは、そこに出向かなくては

ならない人が増えました。 
 今話題の『社会保険事務所』も尾鷲にしかありません。 
 ともに、旧北牟婁郡、旧南牟婁郡を所轄するものですが、元々、呼び出されてあり

がたいところでも無いので尾鷲の魅力をアップする所にはなりませんね。 
 尾鷲というところは、『観光』の面では人を呼ぶ物の少ない所です。 
 昔々、それこそ遠い昔の昭和４２年に NHK のドラマで日色ともえさんがスターに

なった『旅路』が放映された時には、尾鷲の旧家土井家の竹林、『土井竹林』が客を

呼んだことがありますが、これとて一時的なものでした。 
 それ以降は、出力の大きさでは第一級の『尾鷲三田火力発電所』の煙突が誇らしげ

に聳えて、市街地何処からでも見えるようになっても、観光資源ではなし… 
 日本列島改造論の頃には。高島屋・南海電鉄系の『おわせ・サンポートホテル』が

出来ましたが、全く採算が合わず、早々に閉鎖なりました。 
 それ以降も、『リゾート法』の時も企画が上がりましたが、実現せずで終わりまし

た。むしろ、これは実現しない方が尾鷲にとっては良かったはずです。 
 近年では、『世界遺産』指定で降って湧いた関連事業で『熊野古道会館』などが出

来ましたが、金には結びつかず… 



 世間に飽きられた頃に作った『深層海洋水』の施設も、利用が進まず大赤字とか… 
 それに、公害と引き換えに大量の雇用と、従業員の流入を図った火力発電所も、オ

ートメーション化と合理化で、従業員がまるでいなくなってしまいました。 
 隣町とは言え、お気の毒を絵に描いたような状態です。 
 これは、個々の事業は違っても、わが熊野市も似たり寄ったりですね。 
 どちらの町も、相も変わらず、箱物建設すれば地域活性になるとお考えのようです。 
 熊野古道なんて金になるはずも無いのに・・・ 
 でも、金になるという事業計画を作らないと予算は付かないし、市民にも説明でき

ませんからねえ。 

 
Tags:熊野古道 昭和 モノクロ      by je2luz | 2008-03-20 12:39  

 

 

 

 

2008 年  03 月  21 日  

熊野の旅 １０００回記念  

このブログもこの記事で１０００回になるようです。 
 ２００５年５月９日に下の写真を載せたのが最初です。 
 これまで、時々サボりながらも何とかここまで続けて来られました。これも、毎日、

たくさんの方が読みにきてくれているということが支えでした。 
 この三年の間、ほとんどがこの狭い熊野の中での題材になり、取材に出たのは『伊

勢路』が二回、南牟婁郡が数回。新宮一回、紀勢西線二回、１６９号線一回…くらい

ですね。 
 それでも、飽きもせずコンスタントに訪れてくれている方が居られるようで、あり



がたいことです。 
 取材にも出ないのに、取材用の資材、クラシックカメラの方は増えています。 
 数台だっや物が、手元を通過したものまで含めると、このブログに登場したクラシ

ックカメラは三十機種以上かと思います。手元に残されているものでも二十数機種ほ

ど、レンズの種類にすると三十くらいでしょうか…見事に古いカメラばかりです。 
 このブログが膨れたように、わたしのＨＰのクラシックカメラの紹介ページも膨れ

上がりました。そちらの方が、ずっと記事も書きよいですがね。 

 
 この写真は一番近い熊野古道、『松本峠』です。 

 この存在を知ったのはうんと近年です。今から２０年ほど前になりますね。 
 当時、公職にあった私の同僚先輩が、この峠の価値を盛んに力説していました。も

っとも、世界遺産なんてレベルの話ではなかったです。 
 古くからの道、木本隋道が出来るまでの生活道路として、消えてゆくのはもったい

ない…この道を少し鬼ヶ城方向に出ると、古城の跡もある、景色も良い…と言うもの

でした。 
 その先輩の努力もあり、峠から少し海に寄った所に『東屋』が建てられました。 
 これが、今の展望台の始まりでした。 
 この方は、今も記念通りげ営業している洋品店の創始者の故・小山睦郎さんです。 
 後年になって、今は早稲田の大学院教授とやらになってテレビにも出てこられる北

川さんが三重県知事の時に、『東紀州活性化計画』の一環として、『熊野熊野古道』…

『世界遺産』と言うものを、『三重・和歌山・奈良三県サミット』に提唱して動き出

し、実現したのが今のここの世界遺産です。 
 実現する前に、小山さんはなくなられました。 
 もしご存命であったら、さぞかし喜ばれて、七五調の古めかしい祝辞の一つも述べ

られたことと思います。 

 



 これからも、なんとか細々とでも書き続けて行きたいと思います。 
 お気が向いた節には、又、おいでください。 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ      by je2luz | 2008-03-21 11:46 

 

 

 

 

2008 年  03 月  22 日  

熊野の旅 一日分・・・  

先日、ここに載せた『木本神社遷座 400 年』の記念行事の資金作りのバザーが今

日でした。 
 気が付くのが遅すぎました。 
 何時だったのかと、自分のブログの過去記事を探して見つけたのが、すでに 11 時

を廻っていました。記事には、4 月 22 日 10 時から 12 時と書いてありました。そし

て、今日は 22 日です。 
 駄目だろうな…と、思いながら会場の木本小学校講堂へ行ってみましたが、最早、

卓球台二台の上に残骸が少々残っているだけで、絵にもなりませんでした。 
 おそらく、10 時前から行列が出来たのだと思います。 
 出口には、大量に買い込んだ人の戦果がまだ積み上げられていました。 
 結構出品があったようです。 
 商売人の倉庫から出たようなものもたくさんあったようです。 
 何も買えなかったのも少し残念ですが、クラシックカメラなど出るようなことも無

いので、ほんの少しだけの残念で済むのですが、一日分のブログ写真が物に出来ませ

んでした。 

 



 こう書き出しながら、一体、この記事にどの写真を載せようか頭を悩ましていま

す。 
 書くほうは、『遅刻したので書くことがありません』と、書けばなんとか埋まりま

すが・・・ 
 このバザーでの収益金などで行われる記念行事は 3 月 30 日日曜日だそうです。

中味のほどは知りませんが、神事の他ではおそらく『餅まき』はあると思います。『餅

まき』無しではこうした行事は考えられない土地柄ですからね。 

 
 運良くこの日に熊野古道歩きにでも来られて、松本峠越えの道中で木本神社の前を

通られたら、この『餅まき』『餅拾い』を体験できると思います。 
 昔は全国的にあった風習なのですが、今の都会では少なくなっていると思います。 
 参加するまでは、少々気恥ずかしい物ですが、もちが飛んでくると童心に帰って皆

さん無邪気に拾っています。 
 まあ、中には意地悪なおばさんもいますけどね。 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ      by je2luz | 2008-03-22 11:56 

 


